
プロジェクトの概要
自分のこころとカラダを理解できるしくみをつくる。若者が、自分の
選択肢を増やしていくことができ、他者（ひと）とともに、自分らしく
幸せに生きる社会を実現する。
自分らしく生き、望めば望んだ時に産み、安心して育てられるまち
、人が育ち、途切れない学びがある。住みたくなる、行ってみたくな
るまちには、新しいひとの流れができる。
誰もが活躍できる地域社会を、岩見沢市とともにめざし、少子化
を克服していく。
同世代の学生と一緒に歩む“若者コホート”をデジタル空間に構
築し、若者のこころとカラダを繋げる。こころ・意識の変化、体の変
化を、自分で気づく、自分も知る。生体試料は、自分と未来の若
者の健康指標となる。日本で初めて包括的なプレコンセプションケ
アを小児期から開始し、ヘルスケアリテラシーの向上と社会の不平
等をなくしていく。医療、学校、地域、企業が一体となった岩見沢
モデルを構築し、他地域へと広げる。
岩見沢市に、未来人材育成拠点（北海道大学サテライト）を
新設し、地域フィールドを核とした新しい産学地域連携を進め、持
続的に地域課題の解決、新しい地域産業創出をめざす。
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共創の場形成支援プログラム 【地域共創分野】

「こころとカラダのライフデザイン共創拠点」
「他者（ひと）とともに、自分らしく幸せに生きる社会」の実現
～こころとカラダの理解を通して、生きるための選択肢を増やす～

誰もが活躍できる地域社会の実現
結婚・出産・子育ての
希望が叶い、誰もが
活躍できる地域社会

安心して暮らせる地域
新しい時代の流れを

力にする

経済を支える
人材を育て活かす
安定した雇用の創出

新しい
ひとの流れを
つくる
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すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等
を実現しよう

住み続けられる
まちづくりを

・温暖化、環境変化
・MaaS（CASE)
・地産地消エネルギー

プロジェクト外の社会動向等
・健康経営
・DOHaD
・更年期、高齢、認知

プロジェクト外の取り組み等「こころとカラダのライフデザイン」共創拠点
「他者（ひと）とともに、自分らしく幸せに生きる社会」の実現
～こころとカラダの理解を通して、生きるための選択肢を増やす～VISION：

■ターゲット １：自分らしい「ライフデザイン」ができ
る、失敗してもやり直せるまち・社会

２：若い世代からの健康づくりのため
の「ヘルスリテラシー」の向上

３：自分の元気を見つける「若者げん
き発見ドック」の構築

４：次世代育成
プラットフォーム

５：未来人材
育成拠点

課題1:若者コホートによるこころとカラダのライフデザイン

課題2：Inclusiveな地域・社会システム

若者コホートの構築 若い世代からの健康づくりのためのヘルスリテラシー

Well-being（こころ・カラダ・つながり） 次世代育成プラットフォーム

中間目標（目標8）：未来人材育成拠点構想・教育カリキュラム・システム開発
中間目標（目標9）：高校・大学・企業等での実施及び効果検証
最終目標（社会実装）：岩見沢モデルの構築と地域への展開開始

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
範
囲

中間目標（目標1）：こころとカラダの変化をリアルタイムで追う “若者コホート”開始
最終目標（社会実装）：岩見沢モデルの構築と地域への展開開始

中間目標（目標2）：幼児期から若者までのプレコンセプションケアカリキュラム構築
最終目標（社会実装）：岩見沢モデルの構築と地域への展開開始

中間目標（目標3）：生体試料からのホルモンバランスと生殖機能の検証
中間目標（目標4）：腸内環境と脳・鬱の関係、妊孕力の延伸等の健康ものさしの検証開始
中間目標（目標5）：子ども、若者の健康診断の開発、指標策定
中間目標（目標6）：若者のライフデザインに対する考え方の理解
最終目標（社会実装）：岩見沢モデルの構築と地域への展開開始
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中間目標（目標7）：データ解析の有用性検証
最終目標（社会実装）：岩見沢モデルの構築と地域への展開開始
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研究開発課題1：若者コホートによるこころとカラダのライフデザイン

若者コホートの構築

こころとカラダの変化をリアルタイムで追う“若者コホート”研究デザイン2024中間目標（目標1）

岩見沢モデルの構築と地域への展開開始2030最終目標（社会実装）

若い世代からの健康づくりのためのヘルスリテラシー

幼児期から若者までのプレコンセプションケアカリキュラム構築2025中間目標（目標2）

岩見沢モデルの構築と地域への展開開始2030最終目標（社会実装）

Well-being（こころ・カラダ・つながり）

生体試料からのホルモンバランスと生殖機能の検証2025中間目標（目標3）

腸内環境と脳・鬱の関係、妊孕力の延伸等の健康ものさしの検証開始2025中間目標（目標4）

子ども、若者の健康診断の開発、指標策定2025中間目標（目標5）

若者のライフデザインに対する考え方の理解2025中間目標（目標6）

岩見沢モデルの構築と地域への展開開始2030最終目標（社会実装）

次世代育成プラットフォーム

データ解析の有用性検証2025中間目標（目標7）

岩見沢モデルの構築と地域への展開開始2030最終目標（社会実装）

研究開発課題2：Inclusiveな地域・社会システム

未来人材育成拠点構想・教育カリキュラム・システム開発2025中間目標（目標8）

高校・大学・企業等での実施及び効果検証2025中間目標（目標9）

本格稼働、他地域への展開開始2030最終目標（社会実装）

共創の場形成支援プログラム 拠点ロードマップ［公開版］

拠点名称：こころとカラダのライフデザイン共創拠点
代表機関：北海道大学
プロジェクトリーダー：玉腰暁子（大学院医学研究院 教授）

地域共創分野・第1領域 北海道大学（玉腰PL） 2/3



2030202920282027202620252024202320222021
体制

(分担）
研究

テーマ
研究開発

課題

北海道大学
若者コホートの構
築

1. 若者コホートよるこ
ころカラダのライフデ
ザイン

北海道大学
国立成育
医療研究
センター

若い世代からの健
康づくりのためのヘ
ルスリテラシー

北海道大学
国立栄養研
森永乳業
北里大学

Well-being
（こころ・
カラダ・
つながり）

北海道大学
日立製作所

次世代育成プラット
フォーム

北海道大学
岩見沢市

2. Inclusive な
地域・社会
システム

・他地域
展開
・本格
稼働

岩見沢
モデル
を

他地域
展開

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上

若
者
げ
ん
き
発
見
ド
ッ
ク

次
世
代
育
成D

PF

未
来
人
材
育
成
拠
点

データ解析の有用性検証

“若者コホート”研究デザイン

健康ものさしの基礎研究、分析

子ども、若者の健康診断の開発、指標策定 若者げんき発見ドックの開発、地域・職域での検証

健康ものさし検証、新バイオティクス開発、介入・実証

ホルモンバランスと生殖機能の検証

拠点構想・教育カリキュラム・システム開発

目
標
2

“若者コホート”開始

目
標
8

目
標
5

目
標
4

高校・大学・企業等での実施及び効果検証 目
標
9

高校・大学・企業等での実装、展開

目
標
1

若者のライフデザインに対する考え方の理解

目
標
3

利他行動促進手法の開発

データ解析・アプリケーションプロトタイプの開発
目
標
7

目
標
6

カリキュラム開発 カリキュラム改善 岩見沢での実装開始

拠点名称：こころとカラダのライフデザイン共創拠点
代表機関：北海道大学
プロジェクトリーダー：玉腰暁子（大学院医学研究院 教授）

共創の場形成支援プログラム 拠点ロードマップ［公開版］

社
会
実
装

生体試料を用いたバイオマーカ検証、新検査法開発
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